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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入賞部が設けられた遊技領域を前面側に有した遊技盤を備え、前記遊技領域内で遊技球
を落下移動させて前記入賞部に入賞させるとともにこの入賞に応じて所定の数の遊技球を
払い出すように構成された弾球遊技機であって、
　前記弾球遊技機の裏面側に設けられた裏セット盤に、遊技球を供給する球供給通路部材
と、前記球供給通路部材の下端に繋がり、前記入賞部への入賞等に応じて前記球供給通路
部材を介して供給される遊技球の払い出しを行う球払出装置と、前記球払出装置から払い
出された遊技球を送り出す球払出通路および遊技球を前記弾球遊技機の外に排出する排出
通路を形成する下通路部材とを備え、
　前記球払出装置は、上端の受容口から流入した遊技球を下端の払出口へ案内して流下さ
せる案内通路が形成されたハウジング部材と、前記ハウジング部材における前記案内通路
に回転可能に設けられ、回転により前記受容口から流入した遊技球を前記払出口側へ送り
出す球送り部材と、前記球送り部材を回転駆動する球払出モータとを備え、前記球払出装
置は前記球供給通路部材の下端開口と前記球払出通路の上端開口との間に後方から着脱自
在に装着されるように構成されており、
　前記球払出装置は、前記ハウジング部材に形成されて前記球払出装置が装着されたとき
に前記排出通路と接続される球抜き口と、前記ハウジング部材に形成されて上端部が前記
案内通路に繋がるとともに下端部が前記球抜き口に繋がる球抜き通路と、前記案内通路と
前記球抜き通路との連通部を開閉する開閉部材とを有する球抜き手段を備え、
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　前記球払出装置の上部に上方に突出した一つの係合突起が設けられ、前記球供給通路部
材に下方に開口して前記係合突起が挿入可能な係合孔が設けられるとともに、前記裏セッ
ト盤に弾性力により移動可能に支持された係止凸部が設けられ、前記球払出装置の前記裏
セット盤に対向する面に前記係止凸部が挿入可能な係止凹部が設けられ、
　前記球払出装置を、前記球供給通路部材の下端開口と前記球払出通路の上端開口との間
に形成された取付空間に後方から挿入し、上方に移動させて装着させる過程において、前
記球払出装置の前記係合突起が前記球供給通路部材の前記係合孔に挿入されるとともに、
前記裏セット盤の前記係止凸部が前記球払出装置に押圧されて前記球払出装置から離れる
方向に移動された後に前記球払出装置の前記係止凹部に挿入され、前記係止凸部が前記係
止凹部に挿入されることにより前記球払出装置を上方に移動させた状態で仮止め保持し、
前記下通路部材に設けられた係止手段により前記球払出装置の下方および後方への移動を
規制することにより、前記球払出装置が前記球供給通路部材の下端開口と前記球払出通路
の上端開口との間の前記取付空間に装着され、
　前記下通路部材における前記排出通路の上端開口を左右に挟む位置に前後に延びる左右
の壁部が設けられ、
　前記左右の壁部は、前記球払出装置が前記取付空間に後方から挿入されるときに前記球
払出装置の前後移動をガイド可能な前記遊技球の直径以上の前後幅を有するとともに、前
記球払出装置が前記取付空間において上方に移動されて仮止め保持されるときに前記球払
出装置の上下移動をガイド可能で、且つ前記球払出装置が前記取付空間に装着されたとき
に前記球払出装置の下面と前記排出通路の上端開口との間に形成される空間の左右を覆う
ことが可能となるように前記取付空間に装着された前記球払出装置の下面より上方に延出
する高さを有して構成されることを特徴とする弾球遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、弾球遊技機における球払出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　弾球遊技機の一例であるパチンコ機は、多数本の遊技釘や風車とともに種々の入賞具が
所定のゲージ設定で配設された遊技盤を有しており、球払出装置は遊技盤における入賞状
態等に基づいて出力される指令信号を受けてその信号に応じた数量の遊技球を払い出すよ
うになっている。このようなパチンコ機に用いられる球払出装置は、一般に、装置の上面
に遊技球を受容する受容口と下面に遊技球を払い出す払出口とが設けられるとともに、装
置内部に球払出モータとこの球払出モータによって垂直面内で回転駆動される球送り部材
とを有し、受容口から受容通路を通って球送り部材に導かれる遊技球を球送り部材の外周
に形成された球受容部に受容し、球送り部材が回転されたときにその遊技球を当該回転方
向移動させて、移動方向に形成された払出通路に流下させて払出通路下端の払出口から払
い出すように構成されている（例えば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　このような球払出装置の作動は、例えば球払出制御基板等の制御装置によって制御され
、入賞条件に基づいた回転角度の指令信号が球払出装置に入力され、この指令信号に応じ
た回転角度分球払出モータを回転作動させて遊技球を払い出すようになっている。球払出
モータの回転停止角度位置は、球送り部材の球受容部が受容通路に対峙して球受容部に遊
技球を受容した状態で停止するように設定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５‐１２４６９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　ところで、このような球払出装置は、遊技機の後面側に設けられた裏セット盤と称され
る枠部材において、球貯留タンクと繋がる上通路部材と球皿と繋がる下通路部材とを繋ぐ
ようにして、枠部材に対して着脱可能に取り付けられている。この着脱構造上、球払出装
置を枠部材に取り付けたときに、球払出装置と通路部材との間に隙間が生じてしまうとい
う問題があり、この隙間に工具などを差し込んで不正行為が行われる虞があった。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、球払出装置と通路部材との間
の隙間を覆ってこの隙間に工具などを差し込む不正行為を防ぐことができる球払出装置を
備える弾球遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このような目的達成のために、本発明は、入賞部が設けられた遊技領域を前面側に有し
た遊技盤を備え、前記遊技領域内で遊技球を落下移動させて前記入賞部に入賞させるとと
もにこの入賞に応じて所定の数の遊技球を払い出すように構成された弾球遊技機であって
、前記弾球遊技機の裏面側に設けられた裏セット盤に、遊技球を供給する球供給通路部材
と、前記球供給通路部材の下端に繋がり、前記入賞部への入賞等に応じて前記球供給通路
部材を介して供給される遊技球の払い出しを行う球払出装置と、前記球払出装置から払い
出された遊技球を送り出す球払出通路および遊技球を前記弾球遊技機の外に排出する排出
通路を形成する下通路部材とを備えて構成される。そして、前記球払出装置は、上端の受
容口から流入した遊技球を下端の払出口へ案内して流下させる案内通路が形成されたハウ
ジング部材と、前記ハウジング部材における前記案内通路に回転可能に設けられ、回転に
より前記受容口から流入した遊技球を前記払出口側へ送り出す球送り部材と、前記球送り
部材を回転駆動する球払出モータとを備え、前記球払出装置は前記球供給通路部材の下端
開口と前記球払出通路の上端開口との間に後方から着脱自在に装着されるように構成され
る。さらに、前記球払出装置は、前記ハウジング部材に形成されて前記球払出装置が装着
されたときに前記排出通路と接続される球抜き口と、前記ハウジング部材に形成されて上
端部が前記案内通路に繋がるとともに下端部が前記球抜き口に繋がる球抜き通路と、前記
案内通路と前記球抜き通路との連通部を開閉する開閉部材とを有する球抜き手段を備えて
構成される。その上で、前記球払出装置の上部に上方に突出した一つの係合突起が設けら
れ、前記球供給通路部材に下方に開口して前記係合突起が挿入可能な係合孔が設けられる
とともに、前記裏セット盤に弾性力により移動可能に支持された係止凸部が設けられ、前
記球払出装置の前記裏セット盤に対向する面に前記係止凸部が挿入可能な係止凹部が設け
られ、前記球払出装置を、前記球供給通路部材の下端開口と前記球払出通路の上端開口と
の間に形成された取付空間に後方から挿入し、上方に移動させて装着させる過程において
、前記球払出装置の前記係合突起が前記球供給通路部材の前記係合孔に挿入されるととも
に、前記裏セット盤の前記係止凸部が前記球払出装置に押圧されて前記球払出装置から離
れる方向に移動された後に前記球払出装置の前記係止凹部に挿入され、前記係止凸部が前
記係止凹部に挿入されることにより前記球払出装置を上方に移動させた状態で仮止め保持
し、前記下通路部材に設けられた係止手段により前記球払出装置の下方および後方への移
動を規制することにより、前記球払出装置が前記球供給通路部材の下端開口と前記球払出
通路の上端開口との間の前記取付空間に装着される。さらに、前記下通路部材における前
記排出通路の上端開口を左右に挟む位置に前後に延びる左右の壁部が設けられ、前記左右
の壁部は、前記球払出装置が前記取付空間に後方から挿入されるときに前記球払出装置の
前後移動をガイド可能な前記遊技球の直径以上の前後幅を有するとともに、前記球払出装
置が前記取付空間において上方に移動されて仮止め保持されるときに前記球払出装置の上
下移動をガイド可能で、且つ前記球払出装置が前記取付空間に装着されたときに前記球払
出装置の下面と前記排出通路の上端開口との間に形成される空間の左右を覆うことが可能
となるように前記取付空間に装着された前記球払出装置の下面より上方に延出する高さを
有して構成される。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る弾球遊技機によれば、球払出装置と通路部材との間の隙間を覆ってこの隙
間に工具などを差し込む不正行為を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る弾球遊技機の一例であるパチンコ機の正面図である。
【図２】上記パチンコ機を構成する裏セット盤の背面図である。
【図３】上記パチンコ機を構成する裏セット盤の平面図である。
【図４】上記パチンコ機（ただし前枠を除く）の背面斜視図である。
【図５】上記裏セット盤に取り付けられる球払出装置の斜視図である。
【図６】上記球払出装置の正面図である。
【図７】上記球払出装置の平面図、左側面図および底面図である。
【図８】上記球払出装置を図７の矢印ＶＩＩＩ‐ＶＩＩＩに沿って切断して示す断面図で
ある。
【図９】上記球払出装置を図７の矢印ＩＸ‐ＩＸに沿って切断して示す断面図である。
【図１０】図４における要部拡大図である。
【図１１】上記裏セット盤を図３の矢印ＸＩＩＩ‐ＸＩＩＩに沿って切断して示す断面図
における要部拡大図である。
【図１２】上記球払出装置が裏セット盤に取り付けられた状態を示す図２における要部拡
大図である。
【図１３】上記裏セット盤を図３の矢印ＸＩＩＩ‐ＸＩＩＩに沿って切断して示す断面図
である。
【図１４】上記裏セット盤を図３の矢印ＸＩＶ‐ＸＩＶに沿って切断して示す断面図であ
る。
【図１５】上記球払出装置を球抜き状態において図７の矢印ＶＩＩＩ‐ＶＩＩＩに沿って
切断して示す断面図である。
【図１６】上記球払出装置の着脱構造の第２実施形態を示す斜視図である。
【図１７】上記第２実施形態における着脱様態ついて説明する図である。
【図１８】上記球払出装置の着脱構造の第３実施形態を示す斜視図である。
【図１９】上記第３実施形態におけるガイド壁の変形例を示す底面図である。
【図２０】上記球払出装置の着脱構造の第４実施形態を示す斜視図である。
【図２１】上記球払出装置の着脱構造の第５実施形態を示す斜視図である。
【図２２】上記球払出装置の着脱構造の第６実施形態を示す側面図である。
【図２３】上記球払出装置の変形例を示す左側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る実施形態について説明する。まず、本発明に係る弾球遊技機の一例
であるパチンコ機ＰＭについて、図１～図４を参照して説明する。
【００１２】
　パチンコ機ＰＭは、図１に示すように、外郭方形枠サイズに構成された縦向きの固定保
持枠をなす外枠１の開口前面に、これに合わせた方形枠サイズに構成されて開閉搭載枠を
なす前枠２が互いの正面左側縁部に配設された上下のヒンジ機構３ａ，３ｂにより横開き
開閉および着脱が可能に取り付けられ、正面右側縁部に設けられたダブル錠と称される施
錠装置４を利用して常には外枠１と係合連結された閉鎖状態に保持される。
【００１３】
　前枠２の前面側上部には、前枠２の上部前面域に合わせた方形状のガラス扉５が正面左
側部に設けられたヒンジ機構７ａ，７ｂを利用して横開き開閉および着脱可能に組み付け
られ、施錠装置４を利用して常には前枠２の前面を覆う閉鎖状態に保持される。ガラス扉
５の背後に位置する前枠上部には、遊技盤１０を着脱可能に収容する収容枠（図示せず）
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が設けられており、この収容枠に遊技盤１０が着脱可能にセット保持され、常には閉鎖保
持されるガラス扉５を通して遊技盤１０の正面の遊技領域を臨ませるようになっている。
【００１４】
　図１では遊技盤１０の図示を省略するが、遊技盤１０の前面には上下のレール飾りに囲
まれて略円形の遊技領域が区画形成され、この遊技領域に多数本の遊技釘とともに風車や
各種入賞具、遊技の進行状況に応じて所定の画像が表示される画像表示装置などの遊技構
成部品が取り付けられ、遊技領域の下端部に入賞具に入賞せずに落下した遊技球を遊技盤
１０の裏面側に排出させるアウト口が設けられている。
【００１５】
　前枠２の前面側下部には、前枠２の下部前面領域に合わせた方形状の球皿ユニット６が
正面左側部に設けられたヒンジ機構７ｂ，７ｃを利用して横開き開閉および着脱可能に組
み付けられ、施錠装置４を利用して常には前枠２の前面を覆う閉鎖状態に保持される。球
皿ユニット６の正面右側下部には遊技球の発射操作を行う操作ハンドル８が設けられてい
る。球皿ユニット６に前面側が覆われた前枠２の下部領域には遊技補助盤（図示せず）と
称される補助機構部が形成されており、この遊技補助盤の各部に、遊技盤１０の遊技領域
に遊技球を発射する打球発射装置（図示せず）や、ファール球回収通路などが設けられて
いる。
【００１６】
　前枠２の裏面側には、図２～４に示すように、中央に前後連通する窓口を有して前枠２
よりもやや小型の方形枠状に形成された裏セット盤２０が着脱可能にセット保持されてい
る。裏セット盤２０の各部には、遊技球を貯留する球貯留タンク２１、球貯留タンク２１
から右方に緩やかな下り傾斜を有して延びるタンクレール２２、タンクレール２２の右端
部に繋がり下方に延びる整列待機通路２３ａを内部に形成する上通路部材２３、上通路部
材２３の下端部に繋がって設けられた球払出装置５０、球払出装置５０の下端部に繋がっ
て設けられ球払出装置５０から払い出された遊技球を球皿ユニット６の球皿に導く球払出
通路２５ａを内部に形成する下通路部材２５（図４を参照）などの賞球機構が設けられる
とともに、裏面各部に電源基板アッセンブリ（図示せず）や主基板アッセンブリ（図示せ
ず）等の各種制御基板アッセンブリが取り付けられている。
【００１７】
　このように構成されるパチンコ機ＰＭでは、前枠２、ガラス扉５および球皿ユニット６
がともに閉止され施錠された状態で遊技に供され、球皿ユニット６に遊技球を貯留させて
操作ハンドル８を回動操作することにより遊技が開始される。操作ハンドル８が回動操作
されると、球皿ユニット６に貯留された遊技球が打球発射装置により１球ずつ遊技盤１０
の遊技領域に打ち出され、以降パチンコゲームが展開される。
【００１８】
　以下、裏セット盤２０に着脱可能に取り付けられる球払出装置５０の構成およびその着
脱構造について説明する。なお、以下では、球払出装置５０が裏セット盤２０に取り付け
られた状態を基準とした方向、すなわち図５に示す各矢印の方向を前後、左右および上下
方向として説明する。
【００１９】
　球払出装置５０は、図５～７に示すように、縦長方形箱状のハウジング部材５１と、球
送り部材６０と、球送り部材６０を回転駆動するための球払出モータ６５とを有して構成
され、ハウジング部材５１の内部に球送り部材６０および球払出モータ６５が設けられて
いる。
【００２０】
　ハウジング部材５１は、上面に上通路部材２３の下端部と接続されて上通路部材２３内
の整列待機通路に整列された遊技球を受け入れる受容口５２が形成され、下面に下通路部
材２５の上端部と接続されて下通路部材２５内の球払出通路へ遊技球を払い出す払出口５
３が形成されるとともに、内部には受容口５２と払出口５３を繋ぐ案内通路５５が形成さ
れている。また、ハウジング部材５１は、球送り部材６０の周部が案内通路５５内に突出
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した状態で球送り部材６０が案内通路５５に沿った方向に回転可能なように、球送り部材
６０の回転軸を支持している。
【００２１】
　ハウジング部材５１の下面には、図６等に示すように、上下断面視においてコ字状の前
後方向に延びる左右一対のガイド溝９１が設けられている。また、ハウジング部材５１の
下面には、左右一対のガイド溝９１の後端部を塞ぐようにして位置決め壁９２が設けられ
ている。ハウジング部材５１の上面には、受容口５２の左右および後方を囲むようにして
上方に延びる平面視コ字状の被覆壁９３が設けられている。
【００２２】
　案内通路５５は、図８に示すように、球送り部材６０よりも上流側（受容口５２側）の
受容通路５６と、球送り部材６０よりも下流側（払出口５３側）の払出通路５７とによっ
て構成される。受容通路５６は、上部屈曲部５６ａおよび下部屈曲部５６ｂを有して略Ｓ
字状に形成されており、受容口５２から受容された遊技球を上部屈曲部５６ａを通った後
に下部屈曲部５６ｂを通って球送り部材６０に導入（供給）させるように構成されている
。ここで、受容通路５６は、下部屈曲部５６ｂを通って球送り部材６０に導入される遊技
球が球送り部材６０に対して真上（鉛直上方）からではなく斜め上方から導入されるよう
に、すなわち、球送り部材６０への遊技球の導入方向が球送り部材６０の回転接線方向に
沿うように鉛直方向に対して斜めに設定（形成）されている。
【００２３】
　払出通路５７は、受容通路５６（下部屈曲部５６ｂ）の下端部から屈曲して下方に延び
るように形成されており、中間部に払出通路５７を流下する遊技球を検出する球検出セン
サ７５が設けられている。案内通路５５の球送り部材６０側（図８における右側）の通路
壁には、球送り部材６０の周部を案内通路５５内に突出させた状態で配置させるため、球
送り部材６０が設けられる位置において切欠き部５７ａが形成されており、その切欠き部
５７ａの一部（下流側の略半分）に相当する壁面形状を有する案内リブ５８が、払出通路
５７側の通路壁の上端部から切欠き部５７ａの一部を塞ぐ（覆う）ように延びて設けられ
ている。なお、案内リブ５８の壁面高さは、球送り部材６０の回転を妨げないように、案
内通路５５の通路壁の壁面高さよりも低くなっている（図９も参照）。
【００２４】
　受容通路５６の中間部には球抜き機構７０が設けられている。球抜き機構７０は、受容
通路５６の下部屈曲部５６ｂにおける球受け部材６０側（図８における右側）の通路壁の
上部において形成された切欠き部５６ｃに相当する壁面形状を有し、ハウジング部材５１
に揺動可能に支持されて切欠き部５６ｃを開閉可能な通路壁部材７１と、ハウジング部材
５１に上下方向にスライド移動可能に支持された操作部材７２と、ハウジング部材５１の
下面に形成された球抜き口５４と切欠き部５６ｃを繋ぐようにハウジング部材５１の内部
に形成された球抜き通路５９とを有して構成される。
【００２５】
　操作部材７２は、ハウジング部材５１に形成された開口部を介して外方からの操作によ
り上下方向にスライド移動可能であり、操作部材７２を下方位置にスライド移動させたと
きには、操作部材７２の下部が通路壁部材７１に係合して通路壁部材７１が切欠き部５６
ｃを閉鎖する閉鎖位置に通路壁部材７１を保持させるようになっている。一方、操作部材
７２を上方位置にスライド移動させたときには、操作部材７２と通路壁部材７１の係合が
解除され、通路壁部材７１が受容通路５６内の遊技球の圧力により揺動されて切欠き部５
６ｃを開放する開放位置に通路壁部材７１を変移させるようになっている。
【００２６】
　なお、ハウジング部材５１に形成された球抜き通路５９および球抜き口５４は、球払出
装置５０が裏セット盤２０に取り付けられた状態において、案内通路５５および払出口５
３よりも前方側に位置して形成されている。すなわち、球払出装置５０では、裏セット盤
２０に取り付けられた状態において、案内通路５５および払出口５３が前方側に設けられ
、球抜き通路５９および球抜き口５４が後方側に設けられている。
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【００２７】
　球送り部材６０は、ハウジング部材５１に案内通路５５に沿った方向に回転可能に支持
された回転軸６１と、回転軸６１の外周面に９０度間隔で軸方向に延びて設けられた四つ
の受容壁６２とを有して構成され、回転軸６１の外周面において各々の受容壁６２により
遊技球を受容可能な受容部６３が四カ所形成されている。上述の案内通路５５内に突出す
る球送り部材６０の周部とはこの受容部６３のことであり、球送り部材６０は、回転軸６
１まわりに回転されたときに四つの受容部６３が順に案内通路５５内を通過するようにな
っている。
【００２８】
　球払出モータ６５は、球送り部材６０を回転駆動するための電気モータ（例えばステッ
ピングモータ）であり、この球払出モータ６５の回転駆動力は歯車機構８０によって球送
り部材６０に伝達される。歯車機構８０は、図７に示すように、球払出モータ６５の出力
軸に設けられた第１歯車８１と、球送り部材６０の回転軸６１に設けられ第１歯車８１と
噛合された第２歯車８２とを有し、球払出モータ６５の回転駆動力を第１歯車８１および
第２歯車８２を介して球送り部材６０に伝達するように構成されている。
【００２９】
　このように構成された球払出装置５０は、図４に示すように、裏セット盤２０の裏面右
側縁部において、整列待機通路２３ａを形成する上通路部材２３の下端部と球払出通路２
５ａおよび排出通路２５ｂを形成する下通路部材２５の上端部との間において後面側に開
口して形成された取付空間内に後面側から着脱自在に取り付けられる。次に、この着脱構
造について説明する。図１０に示すように、下通路部材２５の上端部には、左右にそれぞ
れ突出して前後方向に延びる被ガイド部９５，９５が設けられている。また、下通路部材
２５の上部後面には、上下方向に回動可能な下係止レバーＬ１が設けられている。上通路
部材２３の下部後面には、上下方向にスライド移動可能な上係止レバーＬ２が設けられて
いる。
【００３０】
　球払出装置５０の裏セット盤２０への取り付けは、まず、球払出装置５０に設けられた
ガイド溝９１に下通路部材２５の被ガイド部９５を挿入させて球払出装置５０を前方にス
ライド移動させる。そして、下通路部材２５の被ガイド部９５が球払出装置５０の位置決
め壁９２に当接するまでスライド移動させると、球払出装置５０の受容口５２，払出口５
３および球抜き口５４と、整列待機通路２３ａ，球払出通路２５ａおよび排出通路２５ｂ
とがそれぞれ位置整合して接続された状態となる（図１１を参照）。このとき、球払出装
置５０に設けられた被覆壁９３が、上通路部材２３の下面と球払出装置５０の上面との間
に生じる隙間、すなわち整列待機通路２３ａと球払出装置５０の受容口５２との間に生じ
る隙間の左右および後方を覆うようになっている。そして、図１２に示すように、下通路
部材２５に設けられた下係止レバーＬ１を上方に回動させるとともに、上通路部材２３に
設けられた上係止レバーＬ２を下方にスライド移動させて、各係止レバーＬ１，Ｌ２をそ
れぞれ球払出装置５０に係合させることで、球払出装置５０が裏セット盤２０に取り付け
られる。
【００３１】
　以上のように、本実施形態に係る球払出装置５０では、下面に設けられた上下断面視コ
字状のガイド溝９１に下通路部材２５の被ガイド部９５を挿入させて前方にスライド移動
させることで、上下および左右方向に位置決めされる。また、下通路部材２５の被ガイド
部９５が球払出装置５０の位置決め壁９２に当接するまでスライド移動させることで、前
後方向にも位置決めされる。そして、上下の係止レバーＬ１，Ｌ２をそれぞれ操作して球
払出装置５０に係合させることで、球払出装置５０の取り外し方向（後方）への移動が規
制され、裏セット盤２０への取り付けが完了となる。このように球払出装置５０によれば
、裏セット盤２０への取り付けが容易であるとともに、各方向への位置決めも確実に行う
ことができる。また、裏セット盤２０からの取り外しも容易である。また、球払出装置５
０に設けられた被覆壁９３が、整列待機通路２３ａと球払出装置５０の受容口５２との間
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に生じる隙間の左右および後方を覆うようになっているため、この隙間に工具などを差し
込む不正を防ぐことができる。
【００３２】
　なお、上述の実施形態では、球払出装置５０に上下断面視コ字状のガイド溝９１を設け
、下通路部材２５に被ガイド部９５を設ける構成について説明したが、これとは逆に、球
払出装置５０に被ガイド部９５を設け、下通路部材２５にガイド溝９１を設けるように構
成してもよい。また、ガイド溝９１および被ガイド部９５を、球払出装置５０の上面およ
び上通路部材２３に設けるようにしてもよく、その場合には、被覆壁９３を球払出装置５
０の下面に設け、球払出装置５０の払出口５３と球払出通路２５ａとの間に生じる隙間の
左右および後方を覆うようにすることが好ましい。また、上述の実施形態では、被ガイド
部９５を下通路部材２５に設ける構成について説明したが、被ガイド部９５を裏セット盤
２０に設けるようにしてもよい。
【００３３】
　このように裏セット盤２０に取り付けられた球払出装置５０による遊技球の払出作動は
、所定条件のもと球払出制御基板（図示せず）から出力される指令信号に基づいて行われ
る。以下においては、この払出作動について説明する。まず、整列待機通路２３ａから受
容口５２を介して球払出装置５０内に供給された遊技球は、図８に示すように、案内通路
５５の受容通路５６を通って球送り部材６０に達し、球送り部材６０の受容部６３内に受
容された状態で球送り部材６０により払出通路５７へ流下しないように規制された待機状
態となる。このとき、受容通路５６の上部屈曲部５６ａによって、上流側に位置する遊技
球の自重による圧力が下流側で加重されて球送り部材６０に作用する圧力が過大な圧力に
ならないように当該圧力を低減させている。また、下部屈曲部５６ｂによって、球送り部
材６０への遊技球の導入方向が球送り部材６０の回転接線方向に沿うように鉛直方向に対
して斜めに設定されている。
【００３４】
　なお、上通路部材２３内に形成される整列待機通路２３ａは、上述したように裏セット
盤２０の裏面右側縁部に上下に延びて設けられており、図１３に示すように、整列待機通
路２３ａの左右の通路壁の内面に、複数の凸状の突起部２３ｂが所定間隔で形成されると
ともに、左右の通路壁において突起部２３ｂの配置が前記所定間隔の半分程度オフセット
して形成されている。この複数の突起部２３ｂも、上流側に位置する遊技球の自重による
圧力が下流側で加重されて過大な圧力とならないように当該圧力を低減させるために設け
られている。
【００３５】
　上記のように、受容通路５６を通って球送り部材６０に導入された遊技球が受容部６３
内に受容された待機状態で、遊技盤１０の入賞具（図示せず）に遊技球が入賞すると、球
払出制御基板（図示せず）は、球払出モータ６５を入賞条件に応じた回転角度（払い出さ
れる賞球数に相当する回転角度）分回転させる指令信号を出力し、球払出装置５０は、そ
の指令信号に基づいて球払出モータ６５を回転作動させて歯車機構８０を介して球送り部
材６０を図８における反時計回りに回転させる。
【００３６】
　球送り部材６０が回転すると、受容部６３に受容されていた遊技球が受容壁６２によっ
て下流側へ押圧されて払出通路５７へ送り出されるとともに、次の受容部６３に受容通路
５６から導入される遊技球が受容される。払出通路５７へ送り出された遊技球は、払出通
路５７を流下して払出口５３から球払出通路２５ａへ払い出され、球払出通路２５ａを流
下して球皿ユニット６の上球皿もしくは下球皿に払い出される（図１４を参照）。
【００３７】
　このとき、球送り部材６０の回転に伴って払出通路５７へ送り出された遊技球は、球送
り部材６０の回転速度に応じた速度で払出通路５７へ送り出される。そのため、球送り部
材６０の回転速度が大きい場合、送り出された遊技球が、払出通路５７の球送り部材６０
とは反対側（図８に示す側）の通路壁（例えば、図８に示すＡ地点近傍）で球送り部材６
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０側へ跳ね返ることで、いわゆる球ガミなどの不具合が生じるという問題があったが、球
払出装置５０では、案内リブ５８を設けることで、このような遊技球の跳ね返り（遊技球
の暴れ）を防止して、遊技球を円滑に流下させるようになっている。
【００３８】
　以降同様にして、受容通路５６に待機保持された遊技球は、球送り部材６０の回転に伴
って１個ずつ球送り部材６０の受容部６３に受容され、この受容部６３の回転移動に伴っ
て払出通路５７へ送り出され、払出通路５７を流下して払出口５７から球払出通路２５ａ
を介して球皿ユニット６の球皿に払い出される。そして、球送り部材６０は、球払出モー
タ６５への指令信号に応じた回転角度分回転され、これにより入賞条件に応じた数量の遊
技球が賞球として球皿ユニット６の球皿に払い出される。
【００３９】
　なお、いわゆるＣＲ機において球貸し操作が行われ、その操作信号がパチンコ機ＰＭに
入力されたときにも、上述した遊技盤１０の入賞具に遊技球が入賞したときと同様にして
、球払出装置５０による遊技球の払出作動が行われる。
【００４０】
　また、指令信号に含まれる球払出モータ６５の回転角度は、払い出される遊技球の数量
に対応した回転角度であるとともに、球払出モータ６５の回転作動を停止したときに、い
ずれかの受容部６３が受容通路５６から導入される遊技球を受容して遊技球の流下を規制
するように設定されている。
【００４１】
　また、払出通路５７を流下する遊技球は、球検出センサ７５によって検出されるように
なっており、球検出センサ７５の検出信号は球払出制御基板（図示せず）に出力され、球
払出制御基板は、その検出信号から払い出された遊技球の実数をカウントし、その計数値
に基づいて球払出装置５０の作動をフィードバック制御するようになっている。これによ
り、正確な数量の遊技球が賞球もしくは貸し球として払い出され、公正な遊技を供するこ
とができる。
【００４２】
　また、図８に示すように遊技球が受容通路５６において待機保持された状態で、球抜き
機構７０の操作部材７２が操作されて上方位置にスライド移動されると、図１５に示すよ
うに、通路壁部材７１は上流側に位置する遊技球の圧力によって図１５における反時計回
りに揺動され、受容通路５６の切欠き部５６ｃを開放する位置に変移する。そして、切欠
き部５６ｃを通過した遊技球は、球抜き通路５９を流下して球抜き口５４から裏セット盤
２０に設けられた排出通路２５ｂへ排出され、排出通路２５ｂを流下して遊技島の回収装
置に排出される（図１３を参照）。
【００４３】
　ここで、球払出装置５０では、裏セット盤２０に取り付けられた状態において、案内通
路５５および払出口５３が前方側に設けられるとともに、球抜き通路５９および球抜き口
５４が後方側に設けられている。そのため、例えば、球抜き機構７０の操作部材７２を上
方位置にスライド移動させ、さらに球払出装置５０の裏セット盤２０への取り付け状態に
不正な操作を加えたとしても、切欠き部５６ｃを通過して球抜き通路５９および球抜き口
５４から排出される遊技球は、パチンコ機ＰＭの後方に排出されるだけで、球払出通路２
５ａを通って球皿ユニット６の球皿へ排出されることはなく、このような不正操作により
遊技球が不正に取得されることを防止できる。
【００４４】
　以上のように、本実施形態に係る球払出装置５０によれば、案内通路５５が、受容通路
５６の下部屈曲部５６ｂにおいて、球送り部材６０への遊技球の導入方向が球送り部材６
０の回転接線方向に沿うように鉛直方向に対して斜めに形成されているので、球送り部材
６０等に作用する遊技球の自重に基づく圧力が低減される。このため、最も大きな回転ト
ルクが必要とされる回転起動時の起動トルクを減少させることができ、これにより、従来
よりも小型のモータを用いることができ、装置の小型化が可能になる。
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【００４５】
　また、案内通路５５が、受容通路５６の下部屈曲部５６ｂにおいて、球送り部材６０へ
の遊技球の導入方向が球送り部材６０の回転接線方向に沿うように鉛直方向に対して斜め
に形成されているので、従来のように遊技球が球送り部材に略真上から導入される構成よ
りも、遊技球を球送り部材６０へ円滑に導入させることができる。このため、球送り部材
６０を高速で回転させて短時間での遊技球の払い出しを行う場合でも、球送り部材６０の
高速回転に対応して遊技球を球送り部材６０へ導入させることができ、これにより遊技球
を円滑に払い出すことができる。
【００４６】
　次に、第２実施形態に係る球払出装置１５０について説明する。この球払出装置１５０
は、裏セット盤２０への着脱構造が上述の球払出装置５０と異なり、それ以外の構成につ
いては上述の球払出装置５０と同一構成である。そのため、上述の球払出装置５０と共通
する構成については同一の符号を付してその説明を省略し、ここでは上述の球払出装置５
０と異なる裏セット盤２０への着脱構造について説明する。
【００４７】
　図１６に示すように、球払出装置１５０のハウジング部材１５１の上面には、上方に突
出した係合突起１９１が設けられている。また、球払出装置１５０が取り付けられる位置
の左方に位置する裏セット盤２０の壁面には、当該壁面に対して弾性力により左右方向に
移動可能に支持された係止凸部１９５が設けられている。さらに、下通路部材２５の上端
部の左右にはそれぞれ前後方向に延びる左右一対のガイド壁１９３が設けられている。そ
して、図１７に示すように、球払出装置１５０のハウジング部材１５１の左側面には係止
凸部１９５が挿入可能な係止凹部１９６が設けられており、上通路部材２５の下面には下
方に開口して係合突起１９１が挿入可能な係合孔１９２が設けられている。
【００４８】
　球払出装置１５０の裏セット盤２０への取り付けは、まず、球払出装置１５０を下通路
部材２５の上面を左右一対のガイド壁１９３の内面に沿って前方にスライド移動させて、
球払出装置１５０を上通路部材２３の下方に位置させる（図１７(ａ)の状態）。そして、
球払出装置１５０を持ち上げて球払出装置１５０に設けられた係合突起１９１を上通路部
材２３に設けられた係合孔１９２に挿入させた状態において、裏セット盤２０に設けられ
た係止凸部１９５が弾性力により球払出装置１５０に設けられた係止凹部１９６に挿入さ
れ、これにより球払出装置１５０が下方へ移動しないように仮止めされて、球払出装置１
５０が持ち上げられた状態が保持される（図１７(ｂ)の状態）。このとき、球払出装置１
５０の受容口５２，払出口５３および球抜き口５４と、整列待機通路２３ａ，球払出通路
２５ａおよび排出通路２５ｂとがそれぞれ位置整合して接続された状態となる。またこの
とき、下通路部材２５に設けられたガイド壁１９３，１９３が、球払出装置５０の下面と
下通路部材２５の上面との間に生じる隙間、すなわち球払出装置５０の払出口５３および
球抜き口５４と球払出通路２５ａおよび排出通路２５ｂとの間に生じる隙間の左右を覆う
ようになっている。そして、下通路部材２５に設けられた下係止レバーＬ１を上方に回動
させて球払出装置１５０に係合させることで、球払出装置１５０が裏セット盤２０に取り
付けられる。
【００４９】
　以上のように、本実施形態に係る球払出装置１５０では、球払出装置１５０を上通路部
材２３の下方に位置させた状態から、上面に設けられた係合突起１９１を上通路部材２３
の係合孔１９２に挿入させることで、左右および前後方向に位置決めされる。このとき、
裏セット盤２０の係止凸部１９５が弾性力により球払出装置１５０の係止凹部１９６に挿
入されることで、球払出装置１５０は持ち上げられた状態で仮止め保持される。そして、
下係止レバーＬ１を回動操作して球払出装置１５０に係合させることで、球払出装置１５
０の下方および後方への移動が規制され、裏セット盤２０への取り付けが完了となる。こ
のように球払出装置１５０によれば、裏セット盤２０への取り付けが容易であるとともに
、各方向への位置決めも確実に行うことができる。また、球払出装置１５０が仮止め保持
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された状態から押し下げると、係止凸部１９５が曲面状になっているため係止凹部１９６
の内面から球払出装置１５０から遠ざかる方向に力を受けて、係止凸部１９５と係止凹部
１９６との係合状態が解除され、球払出装置１５０が裏セット盤２０から取り外される。
このようにして裏セット盤２０からの取り外しも容易である。また、下通路部材２５に設
けられたガイド壁１９３，１９３が、球払出装置５０の払出口５３および球抜き口５４と
球払出通路２５ａおよび排出通路２５ｂとの間に生じる隙間の左右を覆うようになってい
るため、この隙間に工具などを差し込む不正を防ぐことができる。
【００５０】
　なお、上述の第２実施形態では、球払出装置１５０に係合突起１９１を設け、上通路部
材２３に係合孔１９２を設ける構成について説明したが、これとは逆に、球払出装置１５
０に係合孔１９２を設け、上通路部材２３に係合突起１９１を設けるように構成してもよ
い。また、係合突起１９１もしくは係合孔１９２を、上通路部材２３ではなく裏セット盤
２０に設けるようにしてもよい。また、上述の第２実施形態では、裏セット盤２０に係止
凸部１９５を設け、球払出装置１５０に係止凹部１９６を設ける構成について説明したが
、これとは逆に、裏セット盤２０に係止凹部１９６を設け、球払出装置１５０に係止凸部
１９５を設けるようにしてもよい。また、係止凸部１９５および係止凹部１９６を設ける
位置は、球払出装置１５０の左方に限らなく、球払出装置１５０の前方や右方でもよい。
さらに、上述の第２実施形態では、ガイド壁１９３を下通路部材２５に設ける構成につい
て説明したが、ガイド壁１９３を球払出装置１５０に設けるようにしてもよい。
【００５１】
　次に、第３実施形態に係る球払出装置２５０について説明する。この球払出装置２５０
は、裏セット盤２０への着脱構造が上述の球払出装置５０と異なり、それ以外の構成につ
いては上述の球払出装置５０と同一構成である。そのため、上述の球払出装置５０と共通
する構成については同一の符号を付してその説明を省略し、ここでは上述の球払出装置５
０と異なる裏セット盤２０への着脱構造について説明する。
【００５２】
　図１８に示すように、球払出装置２５０のハウジング部材２５１の上面には、受容口５
２の左右および後方を囲むようにして上方に延びる平面視コ字状の被覆壁２９３が設けら
れている。また、ハウジング部材２５１の下面には、払出口５３および球抜き口５４の左
右および後方を囲むようにして下方に延びる底面視コ字状のガイド壁２９４が設けられて
いる。
【００５３】
　球払出装置２５０の裏セット盤２０への取り付けは、まず、球払出装置２５０に設けら
れたガイド壁２９４の間に下通路部材２５の上部を挿入させて球払出装置２５０を前方に
スライド移動させる。そして、ガイド壁２９４の内側前面が下通路部材２５の上部前面に
当接するまでスライド移動させると、球払出装置２５０の受容口５２，払出口５３および
球抜き口５４と、整列待機通路２３ａ，球払出通路２５ａおよび排出通路２５ｂとがそれ
ぞれ位置整合して接続された状態となる。このとき、球払出装置２５０に設けられた被覆
壁２９３が、上通路部材２３の下面と球払出装置２５０の上面との間に生じる隙間、すな
わち整列待機通路２３ａと球払出装置２５０の受容口５２との間に生じる隙間の左右およ
び後方を覆うようになっている。そして、下通路部材２５に設けられた下係止レバーＬ１

を上方に回動させるとともに、上通路部材２３に設けられた上係止レバーＬ２を下方にス
ライド移動させて、各係止レバーＬ１，Ｌ２をそれぞれ球払出装置２５０に係合させるこ
とで、球払出装置２５０が裏セット盤２０に取り付けられる。
【００５４】
　以上のように、本実施形態に係る球払出装置２５０では、下面に設けられたガイド壁２
９４の間に下通路部材２５を挿入させて前方にスライド移動させることで、上下、左右お
よび前後方向に位置決めされる。そして、上下の係止レバーＬ１，Ｌ２をそれぞれ操作し
て球払出装置２５０に係合させることで、球払出装置２５０の取り外し方向（後方）への
移動が規制され、裏セット盤２０への取り付けが完了となる。このように球払出装置２５
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０によれば、裏セット盤２０への取り付けが容易であるとともに、各方向への位置決めも
確実に行うことができる。また、裏セット盤２０からの取り外しも容易である。また、球
払出装置２５０に設けられた被覆壁２９３が、整列待機通路２３ａと球払出装置２５０の
受容口５２との間に生じる隙間の左右および後方を覆うようになっているため、この隙間
に工具などを差し込む不正を防ぐことができる。
【００５５】
　なお、上述の第３実施形態において、図１９(ａ)に示すように、球払出装置２５０に設
けられたガイド壁２９４の前端側を外方に拡がった形状にしてもよく、このようにすれば
、ガイド壁２９４の間に下通路部材２５を挿入させることが容易になり、球払出装置２５
０の裏セット盤２０への取り付けがより容易になる。また、図１９(ｂ)に示すように、ガ
イド壁２９４の左右の内部幅Ｌ′を下通路部材２５の外部幅Ｌよりも大きくし（Ｌ′＞Ｌ
）、ガイド壁２９４の左右内面にそれぞれ、下通路部材２５を挿入させて裏セット盤２０
に取り付けられたときに下通路部材２５と係合して球払出装置２５０の左右のがたつきを
防止する係合凸部２９５を設けるようにしてもよく、このようにしても、ガイド壁２９４
の間に下通路部材２５を挿入させることが容易になり、球払出装置２５０の裏セット盤２
０への取り付けがより容易になる。なお、被覆壁２９３および上述の実施形態における被
覆壁９３，１９３においても、前端側（もしくは後端側）を外方に拡がった形状、または
、左右内部幅を通路の外部幅よりも大きくし、内面にがたつき防止用の係合凸部を設ける
ようにしてもよい。
【００５６】
　また、上述の第３実施形態では、被覆壁２９３およびガイド壁２９４を球払出装置２５
０に設ける構成について説明したが、被覆壁２９３を上通路部材２３に設け、ガイド壁２
９４を下通路部材２５に設けるようにしてもよい。
【００５７】
　次に、第４実施形態に係る球払出装置３５０について説明する。この球払出装置３５０
は、裏セット盤２０への着脱構造が上述の球払出装置５０と異なり、それ以外の構成につ
いては上述の球払出装置５０と同一構成である。そのため、上述の球払出装置５０と共通
する構成については同一の符号を付してその説明を省略し、ここでは上述の球払出装置５
０と異なる裏セット盤２０への着脱構造について説明する。
【００５８】
　図２０に示すように、球払出装置３５０のハウジング部材３５１の左右の側面には、前
後方向に延びる凸状の被ガイド部３９１がそれぞれ設けられている。また、球払出装置３
５０が取り付けられる位置の左右に位置する裏セット盤２０の壁面には凹状のガイド溝３
９２がそれぞれ設けられている。
【００５９】
　球払出装置３５０の裏セット盤２０への取り付けは、まず、裏セット盤２０に設けられ
たガイド溝３９２に球払出装置３５０に設けられた被ガイド部３９１を挿入させて球払出
装置３５０を前方にスライド移動させる。なお、被ガイド部３９１は、後端側が他の部分
よりも径が大きくなっており、被ガイド部３９１の挿入をさせ易くなっている。被ガイド
部３９１の前端部が被ガイド溝３９２の前端部に当接するまでスライド移動させると、球
払出装置３５０の受容口５２，払出口５３および球抜き口５４と、整列待機通路２３ａ，
球払出通路２５ａおよび排出通路２５ｂとがそれぞれ位置整合して接続された状態となる
。そして、下通路部材２５に設けられた下係止レバーＬ１を上方に回動させるとともに、
上通路部材２３に設けられた上係止レバーＬ２を下方にスライド移動させて、各係止レバ
ーＬ１，Ｌ２をそれぞれ球払出装置３５０に係合させることで、球払出装置３５０が裏セ
ット盤２０に取り付けられる。
【００６０】
　以上のように、本実施形態に係る球払出装置３５０では、左右側面に設けられた被ガイ
ド部３９１を裏セット盤２０に設けられたガイド溝３９２に挿入させて前方にスライド移
動させることで、上下、左右および前後方向に位置決めされる。そして、上下の係止レバ
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ーＬ１，Ｌ２をそれぞれ操作して球払出装置３５０に係合させることで、球払出装置３５
０の取り外し方向（後方）への移動が規制され、裏セット盤２０への取り付けが完了とな
る。このように球払出装置３５０によれば、裏セット盤２０への取り付けが容易であると
ともに、各方向への位置決めも確実に行うことができる。また、裏セット盤２０からの取
り外しも容易である。
【００６１】
　なお、上述の第４実施形態では、球払出装置３５０に凸状の被ガイド部３９１を設け、
裏セット盤２０に凹状のガイド溝３９２を設ける構成について説明したが、これとは逆に
、球払出装置３５０にガイド溝３９２を設け、裏セット盤２０に被ガイド部３９１を設け
るようにしてもよい。また、上述の第４実施形態において、球払出装置３５０もしくは上
下の通路部材２３，２５に、上述の被覆壁を設けるようにしてもよい。
【００６２】
　次に、第５実施形態に係る球払出装置４５０について説明する。この球払出装置４５０
は、裏セット盤２０への着脱構造が上述の球払出装置５０と異なり、それ以外の構成につ
いては上述の球払出装置５０と同一構成である。そのため、上述の球払出装置５０と共通
する構成については同一の符号を付してその説明を省略し、ここでは上述の球払出装置５
０と異なる裏セット盤２０への着脱構造について説明する。
【００６３】
　図２１に示すように、球払出装置４５０のハウジング部材４５１の上面には、左右に開
口した係合溝４９１が設けられている。また、球払出装置４５０が取り付けられる位置の
左右に位置する裏セット盤２０の壁面に跨って円柱状の係合ピン４９２が設けられている
。
【００６４】
　球払出装置４５０の裏セット盤２０への取り付けは、まず、球払出装置４５０に設けら
れた係合溝４９１に裏セット盤２０に設けられた係合ピン４９２を挿入させて、この係合
ピン４９２を回転軸として球払出装置４５０の下部を前方に回動させる。そして、球払出
装置４５０の下面と下通路部材２５の上面とが近接する位置まで回動させると、球払出装
置４５０の受容口５２，払出口５３および球抜き口５４と、整列待機通路２３ａ，球払出
通路２５ａおよび排出通路２５ｂとがそれぞれ位置整合して接続された状態となる。そし
て、下通路部材２５に設けられた下係止レバーＬ１を上方に回動させて球払出装置４５０
に係合させることで、球払出装置４５０が裏セット盤２０に取り付けられる。
【００６５】
　以上のように、本実施形態に係る球払出装置４５０では、上面に設けられた係合溝４９
１に裏セット盤２０に設けられた係合ピン４９２を挿入させてこの係合ピン４９２を回転
軸として球払出装置４５０の下部を前方に回動させることで、上下および左右方向に位置
決めされる。そして、下係止レバーＬ１を操作して球払出装置４５０に係合させることで
、球払出装置４５０の取り外し方向（後方）への回動が規制され、裏セット盤２０への取
り付けが完了となる。このように球払出装置４５０によれば、裏セット盤２０への取り付
けが容易であるとともに、各方向への位置決めも確実に行うことができる。また、裏セッ
ト盤２０からの取り外しも容易である。なお、上述の第４実施形態において、球払出装置
４５０もしくは上下の通路部材２３，２５に、上述の被覆壁を設けるようにしてもよい。
【００６６】
　次に、第６実施形態に係る球払出装置５５０について説明する。この球払出装置５５０
は、裏セット盤２０への着脱構造が上述の球払出装置５０と異なり、それ以外の構成につ
いては上述の球払出装置５０と同一構成である。そのため、上述の球払出装置５０と共通
する構成については同一の符号を付してその説明を省略し、ここでは上述の球払出装置５
０と異なる裏セット盤２０への着脱構造について説明する。
【００６７】
　図２２に示すように、球払出装置５５０のハウジング部材５５１の上下面には、上下方
向に突出したガイドフランジ５９１がそれぞれ設けられている。また、球払出装置４５０
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が取り付けられる位置の左右に位置する裏セット盤２０の壁面に跨って球払出装置支持部
材５９２が上下にそれぞれ設けられおり、各球払出装置支持部材５９２の後面側にガイド
溝５９２ａがそれぞれ設けられている。
【００６８】
　球払出装置５５０の裏セット盤２０への取り付けは、まず、球払出装置５５０を上下の
通路部材２３，２５の間に挿入させて前方に移動させる。そして、球払出装置５５０に設
けられたガイドフランジ５９１が裏セット盤２０に設けられたガイド溝５９２ａに挿入さ
れると、球払出装置５５０の受容口５２，払出口５３および球抜き口５４と、整列待機通
路２３ａ，球払出通路２５ａおよび排出通路２５ｂとがそれぞれ位置整合して接続された
状態となる。そして、下通路部材２５に設けられた下係止レバーＬ１を上方に回動させる
とともに、上通路部材２３に設けられた上係止レバーＬ２を下方にスライド移動させて、
各係止レバーＬ１，Ｌ２をそれぞれ球払出装置５５０に係合させることで、球払出装置５
５０が裏セット盤２０に取り付けられる。
【００６９】
　以上のように、本実施形態に係る球払出装置５５０では、上下面に設けられたガイドフ
ランジ５９１を裏セット盤２０に設けられたガイド溝５９２ａに挿入させるように前方に
移動させることで、上下、左右および前後方向に位置決めされる。そして、上下の係止レ
バーＬ１，Ｌ２をそれぞれ操作して球払出装置５５０に係合させることで、球払出装置５
５０の取り外し方向（後方）への移動が規制され、裏セット盤２０への取り付けが完了と
なる。このように球払出装置５５０によれば、裏セット盤２０への取り付けが容易である
とともに、各方向への位置決めも確実に行うことができる。また、裏セット盤２０からの
取り外しも容易である。
【００７０】
　なお、本発明の実施形態は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要
旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。例えば、上述の実施形態では、球
払出モータ６５を球送り部材６０の側方に配置した構成について説明したが、図２３に示
すように、球払出モータ６５を球送り部材６０の前後方向に配置して、球払出装置の左右
幅を薄く構成するようにしてもよい。なお、この場合には、モータの回転駆動力を伝達す
る歯車機構を変更する必要がある。
【００７１】
　また、上述の実施形態では、球払出装置の取り外し方向への移動を規制する係止手段と
して、回動式やスライド式の係止レバーを用いているが、種々の係止手段を用いることが
できる。また、上述の実施形態において、球払出装置を備えた弾球遊技機としてパチンコ
機ＰＭを例に説明しているが、これに限られるものではなく、例えば、雀球遊技機やアレ
ンジボール機等の球払出装置を備えた弾球遊技機であれば、本発明を適用可能である。
【符号の説明】
【００７２】
ＰＭ　パチンコ機（弾球遊技機）      　　Ｌ１　下係止レバー（係止手段）
Ｌ２　上係止レバー（係止手段）　　　　　２０　裏セット盤（枠部材）
２３　上通路部材　　　　　　　　　　　　２３ａ　整列待機通路（球供給通路）
２５　下通路部材　　　　　　　　　　　　２５ａ　球払出通路
２５ｂ　排出通路　　　　　　　　　　　　５０　球払出装置
５１　ハウジング部材　　　　　　　　　　５２　受容口
５３　払出口　　　　　　　　　　　　　　５５　案内通路
５８　案内リブ 　　　　　　　　　　　　　５９　球抜き通路
６０　球送り部材　　　　　　　　　　　　６５　球払出モータ
７０　球抜き機構　　　　　　　　　　　　　７１　通路壁部材
７２　操作部材 　　　　　　　　　　　　９１　ガイド溝
９２　位置決め壁　　　　　　　　　　　　９３　被覆壁
１９１　係合突起　　　　　　　　　　　　１９２　係合孔
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１９３　被覆壁 　　　　　　　　　　　　１９５　係止凸部
１９６　係止凹部　　　　　　　　　　　　２９５　係合凸部
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